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チ ョツト*び とこと

公
共
事
業
で
の
行
政
の
姿
勢
は
い
つ
変
わ
る
?

近ごろ、新たな公共事業の企画過程に於いて、関連する行政機関が

地域住民やその代表 と自然保護関係者などを交えての委員会や懇談会

を設ける傾向がみ られている。

昨春以降、函館地域でも幾つかの事業企画について、それぞれの事

業ごとに、行政の呼び掛けによるこの種の委員会、懇談会、説明会 な

どが行われている。

かつてのお仕着せ的な公共事業 と投資のあり方が、その事業内容 も

含めて、世論の厳 しい批判を受けて停滞する事業が萌出している昨今、

企画事業の頓挫は担当機関の業績 とその存続にも関わることだけに、その行 き詰まりを打開す

る対策の一つなのだろう。

ところで、その地域の意向を取入れるとする委員会や懇談会の現状はどうなのかだが、その

…つ、道立広域公園の建設整備計画について、道 と函館市が企画 した 「語る会」でのことから、

私な りに問題点をあげてみる。

道南圏でのこの事業は、平成7年 にその位置決定があ り、以後平成9年6月 までに基本構想

素案→原案→構想→基本設計発注の作業 と進み、行政が 「語る会1を 組織 したのは平成9年8

月である。「語る会」は同年8月 に概要説明と現地案内、10月 と平成10年2月 に施業者提案の構想案への

意見提示 という内容で計3回 開催された。道はこの会での意見を勘案 し、平成10年 度か ら具体的な整備

作業に入り平成17年 完成を目指すとしている。

まず第…の問題は、道南圏での広域公園の必要性である。以前から続 く道の広域公園事業の一貫であ

るとしても、箇所ごとの関連する自治体の意向のみではな く、地域住民直接の声 を確かめるべ きであろ

う。道:南圏での地域住民のコンセ ンサスは得られていると、何をもって判断したのか疑問であ る。地域

の意見聴取 とする 「語る会」は、上記の手順時期からみて明らかだが、公園設置を前提 とした内部設計

への意見聴取であ り、事業の必要性を地域住民に問うものではない。

第 二の問題として、「語る会」の運営である。現地視察を含めて計3回 、個々の意見に費やされたのは

延べ3時 間足らずである。また会の形式 もグループ分けをし、各グループ内で道担当者が個々

の意見を聴取するという方式であり、全体の中での疑問点の審議や意見交換の場もないプログ

ラムのため、出席者同志がお互いにどのような視点あり、どのような見解があるのか等 につい

て、相互に会話で理解を深め合 う場に欠けるものであった。

道の担当者は、地域の意向を反映した事業を行 うと言 うが、「語る会」 のこの状況か ら、地

域の意向をどの程度に把握 し理解 したというのか甚だ疑問である。

以後の企画や作業の過程で、必要に応 じての情報公開と地域意見の聴取を強 く要望 して終え

たが、この過程を見る限り、公共事業での行政と担当機関の体質にはいまだ変革はなく、手続

き ヒの表面的、形式的な実績残 しにのみに慮 している姿 しかみえてこない。

残念なことだが、公共投資 とその事業機関のあ り方に対 しては、自然環境の保護保全に関わ

ることも含め、地域住民の以前にもましての鋭い洞察の日が必要と考える。

(理事 ・函館市イ1三住)

む
な

か
た

か
ず

ひ
こ

宗

像

和

彦

一2一



イ ン タ ビ ュ ー

三 澤 英 一 さんに聞 く

略歴:1952年 札幌生れ、北海道大学大学院農学研究科修士課 程修 了 。札 幌

新川高校 を経て、1985年 か ら札幌清田高校教諭。担 当は生物,,

《素朴な質問ですが、高校では環境問題 を学

ぶのですか》

■環境は、国際理解、情報 とならんで、教育

のキーワー ドのひとつです。数年前から小中

学校をふ くめ、環境教育の教材開発が始まっ

ています。

《三澤さんは、環境問題 をどのように教えて

いますか》

■生物では、自然観察を中心 に、動植物の個

体群 ・生態系調査などをしています。また、

家庭のゴミの排出量を調べ させた り、環境問

題に関するテレビ番組や新聞記事 を使って、

身近な環境問題を討論 しています。協会の会

誌"北 海道の自然"も 教材 として利用させて

いただいています。

《生徒の関心はどうですか》

■反応は非常に良 く、環境を学べる大学に進

む生徒 もでています。最近の生徒は、将来の

進路や就職に敏感ですが、これから環境に関

わる仕事が増えると考えているようです。

《今回、生物の先生が集まって 『北海道の磯

の生き物たち』 という図書 を出版 されました

が、その動機 を教えてください》

■道内の小 ・中 ・高の生物の先生方を中心 と

した北海道生物教育会 という研究団体があり、

会誌発行や研究会活動を しています。昨年

(97年)創 立30年 を記念 して、生徒から一般

の人までを対象に、磯遊びのときに使える図

鑑を作ろうとい うことになったのです。その

図鑑の作成について、私が編集長、現在は事

務局長をさせていただいています。

《本の宣伝 をして

ください》

■北海道の磯 に見

られる動物 ・植物

の図鑑としては現

在では唯一の ものです。すべて カラー写 真 を

使い、分か りやすい もの、見やすい もの に し

ま した。 自費出版 なので、 まだ まだ宣伝不足

です。価格 も安 くしま したので、観察会や学

習 にぜ ひ利用 して ほ しい と思い ます。

《北海 道の磯 を歩い て気にな ることは何 です

か》

■護岸工事、港湾改修 などによってコンクリー

トで覆われた人工海岸が増 え、 自然海岸が少

な くな りま した。 と くに日本海側がそ うです。

山や街 中の 自然 だけでは な く、海の 自然 にも

関心 をもって ほ しい と思い ます。 ダイバ ーの

マナーの悪 さも目につ きます。密漁 などによっ

て 自然 を収奪す るのでは な く、 自然 を大切 に

する先導役 になってほ しい と思い ます。

《当協 会への ご意見 ・要望 があ りま した らお

聞かせ くだ さい》

■高校生の 自然や環境への関心は高 く、た と

えば 自然保護 ボラ ンテ ィアの ように、生徒 を

引 きつけ る行事 を企画すれば参加 したい とい

う生徒 はい ます。情報 をどん どん流 して、呼

びかけ ることが必要です。

《高校 生向 けの講演会や高校への出前講演な

どもやれそ うですね。今 日は、お忙 しい とこ

ろあ りが と うござい ま した。 インタビュアー

は、編 集委員の畠山 、江部 、福地で した》
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利尻山登山路の現状
利尻島自然情報センター主宰 小 杉 和 樹

夏の利尻山の登山路には、上部の崩壊が激 しく

登山禁止となっている鬼脇コースも含め、三つの

コースがある。この中で一番:古くから開かれてい

たのが鴛泊コースで、確実な記録では明治23年 に

人が登ったといわれ、100年 以上が経過 している。

昭和13年 に開かれた最 も新しい沓形コースも、62

年が経過 している。その間、どれほどの人々が利

用 したのか見当もつかない。また、この数年間は

未曾有の登山ラッシュであ り、30人 ものパーティ

が二つ三つと続 く異様な光景さえ見られている。

鬼脇コースを除く二つのコースはどちらも踏圧

により登山路が荒れている。少数の登山者はぬかっ

た滑 りやすい路を避け、両脇の草付 き部分を歩い

た りするため、路は拡大 している。特に、登山者

の数が圧倒的に多い鴛泊コースの荒れ具合は目を

覆いた くなるような惨状である。利尻山山小屋か

ら頂上直下の沓形コースと合流する周辺は手のつ

けようがないほど浸食と崩壊が進み(写 真1)、

写真でもわかるようにその上部は深 くえぐられ、

3メ ー トルもの深さにまでなっている。

写真1鴛 泊コースと沓形コースとの

合流点付近

し、安定しようとしている。そ して、登山者が踏

圧 どころか削 りとるような人為的な圧力で崩壊に

拍車をかけている。そのため、噴火のときの噴出

物である赤い火山灰層があちこちで露出している。

それは、まるで山が赤い血 を流 しているようにさ

え見える。さらに、頂上付近の高山性の草原も徐々

に消滅 し、大 きな亀裂 も見られ(写 真2)、 その

状況が下部へ と徐々に広がっている。

写真2頂 上付近

た くさんの人が山に登るという行為の代償は余

りに大きく、その楽 しみ自体が無 くなって しまう

ことを考えなければならない時が きたのだろうか

と思って しまう。登山禁止の他にとることの出来

る手段は、修復を本気で考えることだけとわかっ

ているというのに……。

このような現状を数年前から調査 しようと考え、

今年(1998年)か ら100メ ー トル ピッチで登 山路

の幅、深さを測定することにしている。また、沓

形コースで顕 著になってきている登山路脇の周辺

植生の変化を記録 し、登山路の修復と保全を進め

たいと思っている。(利 尻町在住)

利尻山は火山の山であり、森林限界から上は山

体が急峻なため、山体 自体が浸食と崩壊を繰 り返
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事

千歳 川放水路計画 に関 する最近の動 き

千歳川放水路計画は、1982年 に計画が決定

してから最近まで膠着状態にありましたが、

その原因は、開発局が 「美々川 ・ウトナイ湖

の 自然環境の保全や、漁業への悪影響」への

有効な対策が示せないにもかかわらず 「千歳

川放水路計画が唯一の対策である」と主張し、

放水路計画に替る代替案をすべて否定 し続け

てきたことにあ ります。

1996年 秋頃、開発局と道は千歳川放水路計

画の問題解決の手段 として 「賛成派 と反対派

が参加する円卓会議構想」を発表 しました。

開発局は円卓会議の取 り纏めを道に任せると

して、事業者 として果たすべ き自らの責任を

放棄 しました。

こうした動 きの背景には、国の行 ・財政改

革に伴 う 「公共事業費の削減 と、公共事業の

見直 し」による予算の削減や、事業の廃止を

避けたい、との考えがあったと思われます。

1997年4月16日 、当協会ほか三団体連名で、

知事宛てに、円卓会議設置の前提条件として、

次のような内容の 「緊急要望書」を出しまし

た。

①千歳川放水路計画の白紙撤回

②石狩川の基本高水流量18,000t/sの 白

紙撤回

③開発局の 「技術報告書」の中で、千歳川

放水路計画を前提 として検討 した部分を

白紙に戻 し無効 とすること

④円卓会議は千歳川放水路計画によらない

抜本的治水対策を話 し合う場であること

常務理事 熊 木 大 仁

しか し開発局がこれ らの条件に難色を示 し

たために、道は円卓会議の設置を諦め、1997

年9月11日 、知事の諮問機関として、学識経

験者によって構成する 「千歳川流域治水対策

検討委員会」を発足させ ました。

各自然保護団体は連名で、検討委員会の運

営に関 して声明文を発表 したほか、要望書や

公開質問状を委員長宛てに提出 しています。

それらの内容は、幅広い分野からの委員の公

正な人選、会議の公開、公正な意見聴取、合

意形成プロセスの明示、といったものです。

検討委員会の会議は非公開になりましたが、

記者会見への一般市民の参加は自由で質問も

できるなど、できるだけ情報公開に努めよう

としている様子が見受けられます。

12月8日 、検討委員会主催の意見交換会で、

自然保護団体は千歳川放水路計画の問題点や

合意形成の進め方、代替案などについて意見

を述べています。

1998年2月9日 、検討委員会は環境(漁 業)、

経済 儂 業)、 河川工学の三つの小委員会を

設置し、関係団体から再度意見を聞いたうえ

で、代替案についての中間報告をまとめる、

と発表 しました。さらに2月23日 、検討委員

会は、これまで意見聴取 した関係団体を加え

て拡大会議を設置する方針を固め、3月 中の

発足を目指すとしています。
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カラカネイ トトンボの生息する湿地を保護 しよ う1
一一一 一高 校 生 も が ん ば っ て い ま す!1綿 路 昌 史

(北海道札幌拓北高等学校理科研究部顧問)

本校理科研究部は1990年 から、地元札幌市北区あいの里に残された自然の大:切さを学校開放講座や学

校祭 ・文化部校外展示会で地域住民にアピールしてきた。

1996年 からは、札幌市北区篠路町篠路清掃工場西側に広がる湿地の保護を目的 として、そ こに生息す

る希少種カラカネイ トトンボの生態について調査 してきた。昨年までの調査で、生息状況 ・季節消長 ・

行動 ・生活史についてまとめ、1997年 度高文連全道理科研究発表大会や日本学生科学賞で発表 し、大 き

な成果を得ることがで きた。

しか し、一一一番の成果は、この調査 ・研究があいの里に住む方々に理解され、地域住民が中心 となって

「カラカネイトトンボを守る会」が結成され、湿地の保護を地

域全体で取 り組むことになったことである。そ して、この湿

地を保護するよう住民から市環境保全協議会、さらに、札幌

市に要望され、この湿地の保護が行政 レベ ルで取 ヒげ られる

ことになった。

地域の自然保護に立ち上がった高校生 、その姿に共感 した

地域の人々。これからの理科研究部の研究活動 と地

域の自然保護活動が相乗効果を発揮 し、カラカネ

イトトンボが飛び交う湿地が保護されることを切

望する。(札 幌市在住)

野鳥 と人 間 との距離 一 小松 俊男
(北海道ボランテ ィアレンジャー)

今年の 冬 も入船 の前 浜に コクガンが飛 来 し羽を休 めてい る。その数 は15

羽 余 り。この浜 に訪れ る様 になってか ら3年 目になるが 、それ まで は、 こ

の鳥 を見るために対岸の上磯 町へ通 っていた。そ して2年 前の 冬に コクガ

北 多1
各地の

ンが初めて私の自宅近 くの浜に来た。他のガン類 と違ってより近 くまで寄って来るので観察 し

易い鳥でもある。

始めのうちは遠 くで用心 しなが ら海草を食べていたが少 しずつ岸辺に近づき、人気の無い時

などは船揚場の斜路にまで上がって来て、エサを採る様になっていた。そ して予期 しないこと

が起こった。或る朝、親子のコクガンが船揚場でエサを採っていたのであるが、午後再び行っ

て見ると子供はお らず、親だけが1羽 同じ場所にたたずんでいたのである。羽に釣糸がからまっ

ている模様で、これは大変だと思った。そこでなんとか捕え、最寄 りの動物飼育施設に収容 し、

釣糸を取ってもらい、次の日に無事浜辺へ放鳥することが出来た。

この事故で野生動物と人間社会との接触が彼 らにとっていかに危険か、そして、人間にとっ

て も、渡 り鳥がインフルエンザのウイルスを運んでいるということが解って来た。今後は、彼

らとある意味で距離を遷 く必要が出て来る場合もあろうと思 う。(函 館市在住)
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耳道

北オホーツクの湿原{≒ 舞iii:拳嚇 帯

湿原は北海道を代表する自然景観である。釧路湿原に代表される低層湿原や沼の原湿原に代

表 される高層湿原(ミ ズゴケ湿原)、 サロマ湖湿原に代表 される塩湿地など約140ケ 所が知られ

ている。1996年6月 に北海道は 「北海道湿原保全マスタープラン」を策定 し、湿原の保全をす

すめるとした。これまでに、釧路湿原とサロベツ湿原で取 り組みがなされてきた。サロベツ湿

原ではプランニングに丸2年 を費やし、今年度にプランが完成する。 しか し、実際に取 り組ま

れるのは来年度以降になるという。

道では次の保全プランとして平成10年 度に道北のクッチャロ湖 についてプランニ ングをすす

めるという。作業にあたっては環境庁、開発局、営林支局、浜頓別町、猿払村などで構成 した

検討会を設置 し、年度内のプラン策定を目指 したいとしている。現段階では事業主体の道には

具体的なものはないようだが、長い 目でみて考えてい きたいという。

クッチャロ湖周辺には、モケウニ沼、カムイ ト沼、ポロ沼など、スケールは小 さいがクッチャ

ロ湖 と同 じような環境が多 く存在する。それらまで含めた保全策が示 されるのか興味のあると

ころだ。特に 「王子の森 ・猿払」 として企業(王 子製紙)が すすめる保全計画 との兼ね合いに

注目したい。

更に道は、湿原保全のマスタープランにリス トアップされている全部の湿原の保全は無理だ

として も、代表的な湿原の保全は順次すすめていきたいとしている。

しか し、これを担当するのが本庁で一名 しかいないという状況では、道の湿原保全に多

くは望めない。行政として も厳 しい部分はあるだろうが、かけるべ きとこ

ニユース

う には人 とお金 をかけ るべ きだろう。 (紋別市在住)

静岡からの手紙 馬渕 未来
(静岡市立一番町小学校)

静岡市立一番町小学校の5年 生から、当協会に川の汚れで魚はどのようになるか

などについて問合せがあ り、事務局では早速、各資料から関連のものを抜粋 し、理解 しやす く

整理 して回答 したところ、先日、1組 の馬渕未来、小長井香里、浅井翔太さんの3人 からお礼

の手紙がきました。馬渕未来さんのお手紙を紹介いたします。

わざわざ資料を静岡まで送っていただきありが とうございました。とてもたすか りました。

私は、たかが川なんだからと思っていましたが、自分で調べてみるとたかが川 と思えなくなり

ました。私たちにもできることがあればすすんでや りたいと思いました。私たちの一番町小学

校は 「さわやかタイム」という活動をしています。毎週(月)と(金)に 学校 と運動場 と隣の

公園(ゴ ミひろい)の そうじをたてわり班にわかれてやっています。時々私は、海や公園のぞ

諜 談 欝 患欝 識 慧1霧 二ζ螺 璽{1;1讐::1…;ill::1
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時 の ア セ ス を ア セ ス す る
副 会 長 畠 山 武 道
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1997年1月 、北 海道は、長期 間、実施が停

滞 している事 業 を見直す手続 きと して 「時の

アセス メン ト」の実施 を発表 し、全国的 な注

目をあびた。それ は、 これ まで役所の タブー

であ った事業の見直 し(中 止)の 可能性 を、

は じめて公 に認め た ものであ ったか らであ る

(民 間企業で は別にめず らしくないのだが)。

しか し、「時 のアセス」 は 、 われ われ の期待

した とお りに運用 されているのだろ うか、い

ろい ろ と注 文 をつける余地があ りそ うだ。そ

んなこ とか ら、1998年2月14日 に、当協会 の

主催 で、表題の集会が もたれた。

集会 では、当協 会の俵 会長か ら 「時のアセ

ス」 の背 景、手続、問題な どが説明 されたの

ち、「松倉 川 を考 える会」 の 中尾繁 さん、 ト

マムの田中一弘 さん、 「当 別 ダム上流 の ゴ ル

フ場 建設計画 に反対す る市民連絡会」の安藤

加代 子 さん、苫東工業地帯 に隣接す るウ トナ

イ湖サ ンクチ ュア リの葉 山政治 さん、そ れに

士幌高原道路問題 に長 く取 り組 んで きた俵会

長か ら、「時 のアセス」 の対 象 とな ってい る

事業 につ いて、それぞれの計画の概要、経緯、

問題 な どが指摘 された。

また、後 の シンポ ジウムの中で、参加者 か

ら、事業計 画が住民 の知 らない うちに作 られ、

情報 が十 分に公開 されない まま進め られてい

る、「時のアセ ス」 に よる見 直 しも行 政 内部

で秘密 裡に なされてい る、なぜ見直 しが必要

なのか、 どの ように見直 しを行 うか を説明す

べ きだ 、「時の アセス」 そ の もの を住 民 に開

かれた もの にすべ きだ、な どの意見が述べ ら

れた。 その結果 、当た り前 のこ とであるが 、

事業の見直 し段 階 よ りは、事業 を計画す る段

階で 、事業 の必要性 、予 算規模 、進 行手続 き

な どを公 開 し、住 民の幅広い合 意を得るべ き

だ とい うことで参加 者の意見が一致 した。

また、基調報告 として、畠山が作成 した

「公共事業の通信簿 ・新 しい制度の設計」 と

題するチェックリス トが配布された。これは、

事業の必要性、住民への説明、事後点検など

がなされているかどうかをチェックし、どの

ような点を改善すべ きかを、住民の立場から

提案することを目的 としたものである。

最後に、集会決議 として、①現在、進行中

の見直 し手続について、事業毎の進捗状況を

明らかにする、②行政の外部の専門家や市民

を評価手続に加える、③事業の資料 を整備 ・

公開する、④住民の質問に答える窓口や説明

会を設ける、⑤現在進行中の公共事業につい

ても評価を実施 し、効果の低下 したものを廃

止する、⑥事業の実施前 に事業の必要性 ・効

果などを検討 ・公表する、などの要望を決議

し、後日、道に要望書として提出することに

なった。

後 日談 その後、2月24日 の北海道新聞

(夕刊)の 今日の話題コーナーで、「公共事業

の通信簿」のことが取 り上げられた。北海道、

札幌市、道東のある町、一般市民の方から問

い合わせがあ り、それぞれの関心の高さをう

かがわせた。希望者は、協会事務局までご一

報 ください。
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自然 保 護 学 校 に 参 加 し て

池 田 昭 二(会 員)

「自然保護iとは」「自然保護運 動 とは」 と

いう二つのテーマを理解することの必要を知っ

たことが、受講を一層有意義なものにしてく

れました。

第一講から第六講までの各講師の専門的な

観察から得た知見を分か り易 くお話 して下さっ

た中に、これが 自然保護の基本であるという

ことを教えられました。

また、現地観察の円山では、登山道の足元

に生える一本一本の小 さな草木の成長過程や

植生、カツラを例にした樹相を教えられて、

何げなく見過ごしていたこの山の存在の深 さ

を知 らされました。私の住む街 とこの山との

自然のバランスを感 じ、このように知識を持

ち観察の目を養 うことの大切 さを痛感 しまし

た。

更に第七 ・八講では、自然保護i運動には政

治、法律、行政の関わ りの大 きいことと、そ

の背景にも目を向ける視野の広 さの大事なこ

とを知 らされました。特に北海道内の国立公

園は国有林が多いことで開拓の歩みと共に重

要な意味 を持つのだと思いました。

生物の多様な姿に、知識 と理解を持って自

らの運動 を支え、その目的が達成 されても、

尚、自然保護への関心が薄れるようなことに

はしたくないと改めて思いました。

(札幌市在住)

池 田 達 子

「レッ ドデー ターブ ックって知 って るか」

「絶滅危惧動植物 の こと」 帰 って か らの 二人

の会話 です 。その程度の知識 で受講 した私達

です。専 門的 な難 しい質問が出て くる と、私

が参加 して よか ったのか しらと、体が小 さ く

なる思いで したが、毎回、毎回出席 してよかっ

た と気持が昂ぶ りました。知識が なか ったか

ら???と て も新鮮 な内容 だったか らです。

八 回の講座 を通 して 自然 を守ることの大切 さ、

その ことに真 剣 に向 き合 うこ との大切 さを学

び ま した。そ して物質的な豊 か さと反比例 し

て、 自然、心の豊か さが損 なわれてゆ く時代

に生 きる者 と しての責任 も考 えさせ られ まし

た。(札 幌市在住)

「シマフクロウからみた北海道の自然」を

講義するする早矢仕有子さん
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シリーズ ◎ii気催な る木の話

紙 消 費 と 森 林 資 源

相川 謙二郎

私達人間は生活上森林そのものと深 く関わりを

もってきたことは古代文明形成の時よりの歴史的

事実である。環境資源 としてその生態系 を維持す

ることと同時に森林資源の高度工業原料用として

の有効利用 も不可欠となっている。

その中で 日本で紙 として高度利用が始められた

のは、歴史的な和紙作 りの独 自技術の発達 とは別

に、洋紙の大量生産化によるもので明治末期より

大正初期にかけて大規模な紙パルプ工場の建設と

なった。 しかも強度を要求する紙の生産に適した

長繊維の針葉樹資源のみへの依存体質から強度的

に弱いとされていた短繊維の広葉樹利用を技術的

にカバーし可能 とし定着させたことで製紙費用の

低コス ト化 と操業度の効率化が実現 された。それ

は技術的にSP(木 材パルプの亜硫酸法)よ りK

P(ク ラフ ト法)へ の切換であった。

現在 日本の紙生産は年間約二千万 トン、世界の

中心的生産国。その原料の半分は古紙の再生、残

りは輸入木材チップとパルプそ して国産チップ。

これは日本の木材総需要量の三分の一に相当する。

社会の進歩 と人口増は一方的に紙消費増となり、

1913年 より90年までの期間の人口増が4倍 である

のに対 し紙消費量は実に10倍 の増加。特に上質紙

は再生紙不適のため輸入チ ップの増 とな り広葉樹

資源利用の多様化と増大化を伴う。日本のチ ップ

輸入量の三分の一がオース トラリアよりのユーカ

リ材で、森林率僅か1%の 西部現地林を更に貧林

化させている。

日本の経済的繁栄と紙の消費性が他国の環境 を

犠牲とすることは避けなければならない。戦後一

貫 して不変の日本の資源の輸入政策の基本的見直

しが求められるものである。(小 樽市在住)

1996年11月 に提起されたナキウサギ裁判 も、第

7回 公判を迎えることになりました。今回は、原

告側証入として、佐藤謙(北 海学園大学教授 ・当

協会副会長)が 証人に立つということもあって、

ほぼ満員の傍聴者がつめかけました。

冒頭で、佐藤証人は、高山植物研究者として、

北海道の高山をほとんど走破 したこと、道路工事

予定地岡辺には50回以上も足を運んだことを断わっ

たのち、周辺には多数の風穴があ り、全国有数の

規模をもつこと、そのため、植生だけでなく動物

も含め、通常の高度では見られないものが混在し、

きわめて特異な生態系が見られることを詳細に説

明 しました。また、道路を トンネル化 した場合の

植生等への影響については、土木学会が トンネル

の中および周囲への影響は事前に予測することは

困難で、掘ってみなければ分からないと述べてい

窺薮謬

、

蕪
羅
麟

、羅1

る報告書を引用しなが ら、地下構造に特徴がある

ところに トンネルを掘れば、地上の生物や風穴 に

影響がないとはいえず、影響がないと科学的に実

証できるまで、手をつけるべ きではない、と述べ

ました。

休憩後、被告の反対尋問に移りました。たい し

た意味のある質問はありませんで したが、「トン

ネル予定地上を実際に歩いたのか」という意地の

悪い質問に対 して佐藤証人は、「予定地上を直線

に歩いていたらクマに会ったが、クマの方が逃げ

た」と答えて会場 をわかせました。

次回は3月16日 から、今後の公判の進行の打 ち

合わせのための円卓会議が開かれますが、一般 の

傍聴は予定されていません。第8回 の公判 日程が

決まりしだい、皆 さんにお知らせ します。

一10一



活 一動 日 誌 NEWSCLlP

1997年12月

1日

8日

8日

13日

20日

25日

自然保護学校(講 師 前川光司)

自然保護学校(講 師 早矢仕有子)

千歳川流域治水対策意見交換会出席

河川フォーラム

理事会

NC発 行

1998年1月

12日 自然保護i学校(講 師 俵 浩三)

19日 自然保護i学校(講 師 畠山武道、市

川守弘)

23日 拡大常務理事会

1998年2月

4日 会誌編集委員会

14日 「時のアセスをアセスする」シンポ

ジウム 参加者76名(札 幌市)

20日 拡大常務理事会

23日 理事選挙管理委員委嘱

妻F望'ご 書 凱な.てど

■1998年1月20日 北海道知事、函館市長宛 「松

倉 ダム」に関する見解と要望(松 倉川を考える

会共同)

■1998年2月24日 北海道知事宛 「時のアセス」

の進め方の抜本的な改革を求める要請書

寄 付1金

渡 部 秀 夫5,000円

北 海 道花 の 名 店 会50,000円

島 田 雄 吉2,000円

雪 だる ま基金

島 田 雄 吉 2,000円

水鳥のための油汚染救護iマニュアル

北大図書刊行会

尾瀬を守る 尾瀬の自然を守る会

「道民の森」をめぐる動き

●1998年1月11日 「道民の森」民活事業

(当別町)に ついて、道は10日 までに事

業関連団体の意見聴取結果をまとめた。

推進、反対が真っ向から対立。(道 新)

●1月25日 道が民間調査機関に委託 した

事業の経済波及効果の調査結果がまとまっ

たが、経済効果は大 きいとはいえないと

判断 している。(道新)

●2月26日 道は再評価作業の一環 として

関係者の意見を聴取 してきたが、意見を

聞いた74名の うち反対は64名 、賛成は10

名で、反対が86%を 占めた。(道新)

●2月28日 道は北海道森林審議会から意

見を聞いたが、事業推進に賛成する意見

はなく、見直 しを求める声が大勢 を占め

た。(道新)

出 版 の お 知 ら せ

『北 海 道 の 磯 の 生 き 物 た ち
一 海 辺 の 生 態 観 察 ガ イ ド ー 』

オールカラー 編集 ・発行 北海道生物教育会

護岸工事などで自然海岸が消失 しつつあり、 さ

らに海洋汚染などの環境問題 も起 きております。

磯遊びなどをとお して身近な自然に関心を持 って

もらえるようにと道内各地の磯辺で、一般的に、

または特徴的に見られる動植物を分かりやす く紹

介 したガイドブックです。魚類を除いた無脊椎動

i物60種 、植物は海藻類115

種 、種 子植 物1種 を 掲 載 。

エ コ ネ ッ トワ ー クで も購 入

iで き ます が 、 当 協 会 で は 税

i込 み2,400rlJを2,200「 「1で 取
ミ

i扱 っ て い ます 。

i※ なお撒 物の紹介があり

ま した らお 知 らせ くだ さい。
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*お 知 らせコーナー*

自然 観 察 指 導 員 講 習 会(1998)の

ご 案 内

◆共 催:(財)日本自然保護協会 凡4α ヲー」

北海道自然観察指導員連絡協議会

◆ 日 時:1998年6月19日(金 》～21日(日)2泊3日

◆会 場:千 歳市青年の家支笏湖青少年研修セン

ター(千 歳市モーラップ)

◆講 師:八 木健三北大名誉教授

鮫島惇一郎 自然環境研究室主宰他6名

◆受講対象と定員:18才 以上で自然保護i教育、自

然観察会活動推進に意欲のある方

道内50人 道外10人

◆費 用:当 協会員29,500円 、八乙4Cl9-」

会員28,500円 両会員24,500円 、

両非会員33,500円(受 講料、食費、登録

料、保険、連絡費など)

◆申込、問合せ先:

道内 ・北海道自然保護i協会5月26日 迄

TEL・FAXO11-251-5465

道外 ・日本自然保護i協会5月15日 迄

TELO3-3265-0525講 習会係

観察会 「初夏の草原の鳥たち」

ベニバナイチヤクソウ、スズラン、エゾノコリ

ンゴが咲 き乱れる中で、夏鳥のさえず りと繁殖の

様子を観察いたします。

日 時6月7日(日)8時30分 ～12時30分 解散

場 所JR千 歳線植苗駅集合

持ち物 雨具、双眼鏡、昼食、あれば鳥類、植物

の図鑑

観 察 会 「清 流 松 倉 川 」

共催 松倉 川を考える会

30万都市函館の中で四季おりおりの豊かな表情

を見せる清流は、今、ダム問題に揺れています。

海を育てる豊かな森があり、多様な魚が生息する

松倉川の現地へ出かけてみませんか。そして川の

自然や恵みを一一緒に考えてみませんか。

日 時5月31日(日)9時 集合14時 解散予定

集合場所 湯の川根崎町ラクビー場前

(湯の川ダイエー横)

持 ち 物 雨具、双眼鏡、昼食など

※前日の5月30日 には観察会の レクチャーを兼ね

た講演会も予定中です。観察会と合わせて5月

1日 以降に詳 しい行程が決まりますので、問合

せはそれ以後にお願いいたします。

講鑑薦黙絹
㌫ 宏蹴1隷 鴛灘{察1…1

「第4回 日 本 野 生 動 物 医 学 会 大 会 」の

お 知 ら せ

会 場 北大 クラーク会館(札 幌市北区北8西8)

会 期1998年8月23日(日)～25日(火 》

内 容 「稀少鳥類の飼育 ・繁殖と野生復帰」

演者に早矢仕有子(北 大 ・理学部)

『シマフクロウの生息地保全』ほか

問合せ ・申込6月19日 締め切 り

酪農学園大学獣医学部寄生虫学教室 浅川満彦

TELO11-386-1111FAXO11-387-5890

会費納入のお願い
会費納入については日頃ご協力をいただいて

お りますが、未納の方は至急納入下さいます よ

うお願いいたします。
個人A会 員

個人B会 員

4,000円

2,000円

(A会 員と同一世帯の会員)

学生会員
団体会員1口

〔会費納入方法 〕

郵便振替口座

2,000円

15,000円
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※ この紙は再生紙を使用 しています。
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